
7 2020.1 第55号

わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り

安
井　

英
章
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

小
林　

秀
彦
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

畠　
　

貞
一
郎
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

能
代
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
複
合
施
設
を

■質
バ
ス
ケ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
天
空
の
不
夜
城
を
展
示
す
る

民
営
の
複
合
施
設
を
建
設
す
べ
き
で
は
。
ト
イ
レ
が
充
実
し
、

フ
ー
ド
コ
ー
ト
・
特
産
品
販
売
所
を
併
設
し
た
多
機
能
型
で

あ
れ
ば
収
入
も
得
ら
れ
る
。
建
設
費
の
一
部
は
寄
附
金
で
。

■答
観
光
拠
点
施
設
を
中
心
と
し
た
多
く
の
機
能
を
盛
り
込

ん
だ
公
設
民
営
の
複
合
施
設
整
備
と
な
る
と
、
寄
附
を
募
っ

た
り
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
た
と
し
て
も
、
整
備
場
所
や
維
持
経

費
、
収
益
性
、
運
営
主
体
等
、
多
く
の
課
題
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
の
検
討
は
考
え
て
い
な
い
。

色
彩
選
別
機
等
の
導
入
に
関
す
る
補
助
を

■質
今
年
産
の
一
等
米
比
率
は
３
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
低
く
な
っ

て
い
る
。
原
因
は
、
胴
割
れ
、
乳
白
色
、
カ
メ
ム
シ
類
に
よ

る
着
色
で
あ
る
。
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
着
色
粒
等
を
除
去
で
き

る
色
彩
選
別
機
の
導
入
に
市
の
補
助
を
検
討
で
き
な
い
か
。

■答
Ｊ
Ａ
あ
き
た
白
神
を
初
め
集
出
荷
業
者
で
は
、
独
自
に

導
入
し
た
色
彩
選
別
機
や
、
他
業
者
へ
の
委
託
で
、
一
般
の

生
産
者
か
ら
集
荷
し
た
玄
米
を
選
別
し
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
現
在
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
中
心
経
営
体
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
農
家
等
に
対
し
て
、
国
の
補
助
金
に
よ
り
助
成
を
行

っ
て
い
る
が
、
同
設
備
も
対
象
に
な
る
た
め
、
引
き
続
き
支

援
し
て
い
く
。

イ
オ
ン
新
能
代
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■質
イ
オ
ン
側
で
行
う
住
民
説
明
会
の
時
期
と
出
店
を
正
式

発
表
す
る
時
期
は
。
ま
た
地
元
商
店
街
に
対
す
る
影
響
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

■答
住
民
説
明
会
は
法
律
の
規
定
に
沿
っ
て
新
設
の
届
け
出

か
ら
２
カ
月
以
内
に
開
催
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
イ

オ
ン
で
は
令
和
３
年
中
の
開
店
を
目
指
し
て
進
め
て
い
る
が
、

正
式
発
表
の
時
期
は
未
定
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
イ
オ
ン
出

店
に
よ
り
地
元
商
店
街
に
一
定
の
影
響
は
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
商
業
振
興
等
の
観
点
か
ら
、

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

回
覧
板
で
寄
附
の
要
求
は
禁
止
す
べ
き
で
は

■質
二
ツ
井
中
学
校
の
50
周
年
で
二
ツ
井
地
区
全
町
に
寄
附

要
請
の
回
覧
板
が
回
っ
た
。
名
簿
に
名
前
を
書
け
ば
関
係
者

が
集
金
す
る
。
町
内
会
に
は
「
村
八
分
」
の
意
識
が
発
生
し

や
す
い
。
お
金
に
か
か
わ
る
こ
と
は
や
め
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

■答
町
内
会
へ
の
回
覧
物
や
寄
附
等
の
依
頼
に
つ
い
て
は
、

各
種
団
体
が
直
接
町
内
会
に
依
頼
し
て
い
る
た
め
、
回
覧
板

に
よ
る
寄
附
等
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会

で
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
の
食
材
は
国
産
を

■質
輸
入
小
麦
を
使
っ
た
パ
ン
な
ど
か
ら
、
発
が
ん
性
が
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
除
草
剤
の
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が
検
出
さ

れ
波
紋
を
呼
ん
で
い
る
。
学
校
給
食
に
使
用
す
る
食
材
は
、

地
産
地
消
も
含
め
て
国
産
の
も
の
を
使
用
す
べ
き
で
は
。

■答
学
校
給
食
の
使
用
食
材
に
お
け
る
国
産
食
材
の
割
合
は

99
・
７
％
。
ま
た
、
地
場
産
食
材
の
使
用
率
に
つ
い
て
は
、

米
は
１
０
０
％
、
長
ネ
ギ
も
ほ
ぼ
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

栄
養
教
諭
が
献
立
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
で
き
る
だ
け
地
場
産

食
材
を
使
用
し
た
給
食
の
提
供
に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
地

場
産
を
含
め
た
国
内
産
の
食
材
を
使
用
し
て
い
く
。

海
域
再
エ
ネ
法
に
基
づ
く
法
定
協
議
会

■質
協
議
会
は
運
営
規
定
の
第
11
条
で
原
則
公
開
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
協
議
会
に
市
民
の
代
表
で
あ
る
市
長
は
、
市

民
の
心
配
の
声
を
ど
の
よ
う
に
届
け
る
の
か
。

■答
第
１
回
協
議
会
は
報
道
関
係
者
の
み
傍
聴
、
議
事
要
旨

の
公
表
だ
っ
た
が
、
今
後
の
公
開
の
あ
り
方
を
国
と
県
で
検

討
中
で
あ
り
、
よ
り
透
明
性
が
確
保
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
第
２
回
協
議
会
で
は
、
10
月
の
欧
州
先
進

地
視
察
報
告
会
で
い
た
だ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
御
意
見
を
も
と

に
、
市
を
代
表
し
て
発
言
す
る
予
定
で
あ
る
。
各
協
議
会
開

催
前
に
承
っ
た
御
意
見
等
は
会
議
の
場
で
発
言
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

電
柱
な
ど
電
力
供
給
網
被
災
時
の
対
応
は

○

桜
づ
つ
み
公
園
の
車
両
通
行
を

○

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
な
ど
石
油
類
の
備
蓄
に
補
助
を

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

洋
上
風
力
発
電
事
業

○

秋
田
県
国
保
連
の
拠
出
金
算
定
ミ
ス
問
題

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

能
代
港
湾
区
域
内
の
洋
上
風
力
事
業

○

能
代
港
の
利
活
用
は
可
能
か

○

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
本
当
に
必
要
か

一 般 質 問


